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n ~ ＇ 才会社員． オート三輪と石垣との聞に挟ま
れ，骨盤骨折と尿道破裂後のj夫’ヂ，尿道プヲーIL


































Laddの分類で， I型0, I型1. Jil型低位6, l[型高
{i'L 5例， IV型Oであった． その50%1ζ会陰疲，前庭
楼，尿道叛I，腔痩などの痩孔を有していた．診断IC際
し， Wangensteen-Rice法による倒立 X線綴影法を行
ない，直腸盲端と1工門脅の距離を測定しだか，手術に
よって確かめた実測値とかなりの隔りのあるものが数
例あり， E型il:位を高｛立と診断して手術したものがあ
った．手術は問題になるものは，E高のみでようふが，
すべてに一次的lζ敏行結腸lζ人工区内を造設しだ．一二
次的lζ腹会陰式lζ根治術を行ない得だものはl例であ
るが，排便機能は改善されなかっだ．死亡数は 5例
で，すべて生後48時間以内lζ イレウス症状で来院した
もので，術後管理の困難な司王と，その他発見できなか
った＊篤な合併症が存したのではなかったかと反省さ
せられた．
